
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

本協議会は、学校関係者、学識経験者、相談・保護関係者で構成されています。砺波市の

いじめの現状をもとに、各団体が子供たちの健やかな成長のためにどう行動していくかにつ

いて協議・検討されました。意見の一部を紹介します。 

・砺波市の昨年のいじめの認知件数が増えてい 

 る。これは、些細なものから早期発見に努め 

た結果であり、子供の指導へ生かされている。 

・学校と様々な団体が密な連絡、情報共有が必 

要となるので強力な協力体制を今後も構築し 

ていけるとよい。 

・いじめの裏には、原因や理由がある。家庭環 

境等、様々な面から捉え、子供や親への対応 

を考えていく必要がある。 

 

  

 

 

 

〇研修内容：伝達講習 講演 協議  

講演会（講師）富山県発達障害者支援センター副センター長 永田 香奈子先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

４１１号 令和６年８月１日 
砺波市教育センター 

TEL 33-1559  33-1157 

E-mail tonami-ec@tym.ed.jp 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山 に親しむ 機
会を得て、山の

恩 恵に感謝 す
る という意 味
の国民の祝日  

砺波市いじめ問題対策連絡協議会開催 

７月２日（火） 砺波市役所 

特別支援教育研修会 
期日：令和６年７月２５日（木） 砺波北部小学校 

永田先生に、発達障害のある人たちへの支援として、学

齢期の支援の大切さや対応方法について教えていただい

た後、グループごとに協議をしました。 

【振り返りより】 

・子供たちの喜びの感じ方はそれぞれ違う。自己肯定感

をもつことができる支援が大切だと感じた。 

・日頃からプラスの声かけを積み重ねたいと思った。 

・保護者の受け止める力を見極めるという言葉が印象に

残った。保護者の気持ちに寄り添った支援を心がけた

い。 


